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本
日
、
平
成
二
十
三
年
第
二
回
中
泊
町
議
会
定
例
会
を
招
集

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
方
に
は
公
私
ご
多
忙
中

に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
開
会
で
き
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
以
来
三
か
月
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
地
か
ら
は
今
な
お
多
く
の
人
々
が

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
の
窮
状
が
伝
わ
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

定
例
会
開
会
に
あ
た
り
、
こ
の
た
び
の
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
遠
い
地
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が

被
災
さ
れ
た
方
々
に
深
甚
な
る
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
議
案
等
は
、
被
災
地
支
援
に
関
連
し
た
専
決
処
分
の
報

告
な
ど
合
計
二
十
一
件
で
あ
り
ま
す
。
議
事
の
進
行
に
従
い
ご
質
問
に
応
じ
詳
細
に
ご
説
明
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
慎
重
ご
審
議
の
う
え
、
原
案
ど
お
り
御
議
決
並
び
に
、
ご
承
認
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
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・地区名　芦野地区
・番　号　32－101
・工　種　用水路
・数　量　1,720ha
・被害額　18,000千円

　町営による災害復旧事業と
して実施する場合、議会の議
決を要するものであるが、早
期仮復旧を実施しなければな
らなかったことから専決処分
したもの。

① 国民健康保険特別会計事業勘定繰上充用金 △60,936

② 国民健康保険特別会計診療施設勘定繰上充用金 15,774

合　　　　　計 △45,162

　
　
　
条　
例　
改　
正

・ 

中
泊
町
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・ 

中
泊
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・ 

中
泊
町
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
る
施
設
に
係

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

改
正
内
容

　
　

 　

期
間
を
平
成
23
年
３
月
31
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
に

改
め
る
も
の
。

・
中
泊
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

改
正
内
容

　
　

 　

先
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
対
す
る
、

雑
損
控
除
額
の
特
例
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
期
限
の
特
例
、
固
定
資
産
税
の
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
が
す
べ
き
申
告
等
の
条
文
を
追
加
す
る
も
の
。

① 町災害対策経費（避難者用炊き出し、燃料費等） 308

②
東北地方太平洋沖地震災害見舞金（無洗米10ｋｇ×210袋） 507

被災地への米運搬料 110

③ 職員を被災地へ派遣する費用（宮城県名取市３名派遣分） 328

④ 一般職員派遣準備経費（作業服等） 138

⑤
職員を被災地へ派遣する費用（岩手県宮古市４名、３名派遣分他） 702

東北地方太平洋沖地震災害見舞金（階上町1,500千円、宮城県女川町1,500千円） 3,000

⑥ 芦野地区用水路復旧応急仮工事 8,000

合　　　　　計 13,093

① 議場放送設備改修工事 328

② 投票用紙計数機　１台 382

③ 防雪対策費（町道除雪業務委託料） 15,000

④ 折腰内交流施設ソフトクリームフリーザーリース料 264

合　　　　　計 15,974

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

町営による
災害復旧事業の
施行について

主 な 専 決 処 分
■東日本大震災関連予算（一般会計分）

■その他（一般会計分）

■特別会計
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① 就労継続支援（Ａ型）事業 5,086

② 農産物加工施設建設基本設計策定等 9,351

③ 若宮地区経営体育成基盤整備事業調査設計委託料 6,300

④ 小泊小学校煙突撤去工事設計・監理委託料 1,397

⑤ 体育センター屋根等改修工事 5,500

合　　　　　計 26,237

（単位：千円）

■その他補正予算
　国民健康保険特別会計補正予算第２号、介護保険事業特別会計補正予算第１号、特別養護老人ホー
ム静和園事業特別会計補正予算第１号、水道事業特別会計補正予算第１号については、４月の人事異
動に伴う、職員人件費の増減。

・中泊町国民健康保険税条例の一部改正について
　　
改正内容
　 　国民健康保険法施行令及び地方税法施行令の一部改正に伴い、課税額及び賦課限度額等の変
更と税率等を改めるため条例の一部を改正するもの。

　　税率にして、12.07％の引き上げとなる。

傍聴席は、あなたの席です！！

一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

中泊町議会　平成23年第３回定例会は、９月初旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成23年第２回定例会の傍聴者は、８名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

一般質問を町ホームページにてライブ中継実施しています。

インターネットが使えるご家庭では、

自宅にいながら、一般質問をご覧になれます。

また、同じライブ中継を

「パルナス」、「小泊支所」、「すくすくしたまえ館」にてご覧になれます。

皆さんのご利用をお待ちしております。

補　正　予　算

条　例　改　正

■一般会計補正予算第４号の主なもの
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●
排
水
溝
の
整
備
に
つ
い
て

　

小
泊
地
区
コ
ン
ビ
ニ
前
、
中
里
地
区
の
向
町
の
寺

町
、
北
大
パ
チ
ン
コ
の
裏
、
中
央
ス
ト
ア
の
前
の
取

水
枡
な
ど
で
排
水
不
良
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

排
水
溝
で
は
な
く
て
、
導
水
路
的
な
も
の
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

宮
野
沢
地
区
に
昔
か
ら
雪
が
降
る
た
び
に
流
れ
の

い
っ
た
場
所
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
道
路
が
１
本

新
設
さ
れ
た
交
差
点
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
し
い
道

路
が
で
き
て
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
道
路
の
重

要
性
が
増
し
て
き
た
と
思
う
の
で
、
防
雪
柵
の
整
備

の
実
施
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

６
月
９
日
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

荒
関
富
雄
議
員
、
塚
本
悦
子
議
員
、
青

山
雅
晴
議
員
、
川
山
光
則
議
員
が
質
問

席
に
立
っ
た
。

　

各
議
員
の
質
問
内
容
及
び
理
事
者
側

か
ら
の
答
弁
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

●
排
水
溝
の
整
備
に
つ
い
て

　

小
泊
地
区
コ
ン
ビ
ニ
前
の
排
水
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
津
軽
沢
砂
防
事
業
に

よ
り
県
が
整
備
中
で
、
平
成
19
年
度
か
ら

現
在
の
事
業
を
進
め
て
お
り
、
克
雪
セ
ン

タ
ー
付
近
の
砂
防
堰
堤
及
び
町
道
付
替
工

事
を
平
成
24
年
度
ま
で
に
完
了
し
、
そ
の

後
に
コ
ン
ビ
ニ
付
近
を
含
む
渓
流
保
全
工

と
し
て
水
路
を
交
差
点
側
か
ら
順
次
整
備

す
る
予
定
で
す
。

　

中
里
地
区
向
町
、
通
称
寺
町
の
排
水
路

は
、
製
品
が
入
っ
て
い
る
も
の
の
、
断
面

や
勾
配
に
つ
い
て
全
体
的
な
見
直
し
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
現
地
を
調
査
し
、
整
備

に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　

中
里
地
区
派
立
の
北
大
パ
チ
ン
コ
裏
の

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
水
路
の
泥

上
げ
を
町
で
行
っ
た
と
き
、
状
態
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
水
路
が
建
物
の
下
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
十
分
な
調
査
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
排
水
不
良
改
善
に
向
け

て
再
調
査
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

宮
野
沢
集
落
内
の
幹
線
道
路
の
町
道
11

号
線
と
運
動
公
園
へ
通
じ
る
町
道
４
０
４

号
線
を
結
ぶ
延
長
98
メ
ー
ト
ル
の
町
道

３
９
７
号
線
は
、
吹
き
だ
ま
り
が
で
き
や

す
く
、
除
雪
の
出
動
回
数
も
多
い
路
線
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
固
定
柵
や
仮

設
柵
、
そ
れ
ら
の
費
用
等
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一�

般�

質�

問

　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

従
来
は
演
壇
か
ら
質
問
を
行
っ

て
い
た
も
の
を
、
新
た
に
、
質

問
席
を
設
け
た
対
面
方
式
に
改

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
理
事
者
と
向

か
い
合
っ
た
形
で
、
よ
り
白
熱

し
た
議
論
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 ６

月
定
例
会
よ
り

対
面
方
式
を
採
用

荒 

関 

富 

雄 

議
員

答
弁
者　

三
上
環
境
整
備
課
長
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● 

災
害
弱
者
及
び
町
民
へ
の

　
　
　
　
　
　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
特
に
災
害
弱
者
へ
の
対
応

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
、
し
て
い
る
の
か
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、　

１
．
災
害
弱
者
の
対
策
、

行
動
計
画
に
つ
い
て
の
有
無
。　

２
．
災
害
用
食
糧

備
蓄
に
つ
い
て
の
有
無
。　

３
．
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の
耐
震
強
度
は
ど
う
か
。

　

４
．
小
泊
、
下
前
地
区
の
防
波
堤
、
防
潮
堤
の
有

無
、
強
度
に
つ
い
て
。　

５
．
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
構
想
計
画
に
つ
い
て
の
有
無
。

　

こ
れ
ら
に
関
連
す
る
今
後
の
町
の
地
域
防
災
計
画

の
構
想
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

● 

災
害
弱
者
及
び
町
民
へ
の

　
　
　
　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
災
害
に
備
え
て
防
災
計
画
を

策
定
し
、
防
災
無
線
の
整
備
や
自
家
発
電

設
備
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

災
害
弱
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
災
害
時

要
援
護
者
台
帳
を
作
成
し
、
災
害
時
に
い

ち
早
く
救
助
等
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
対
象
者
が
年
々
変
更
に
な

る
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
の
方
々
の
協
力

を
得
て
台
帳
の
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
た

救
援
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

町
民
へ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
防
災
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
自
発

的
に
災
害
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
基
幹
的
避
難
所
に
発
電
機
の
設
置
、

防
災
訓
練
の
指
導
な
ど
を
実
施
し
、
地
域

住
民
が
自
主
的
に
運
営
で
き
る
自
主
防
災

組
織
を
結
成
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

● 

災
害
弱
者
及
び
町
民
へ
の

　
　
　
　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳

を
整
備
し
、
今
後
は
個
別
避
難
支
援
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
行
動
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
当

町
に
は
老
人
福
祉
施
設
10
カ
所
、
障
害
者

施
設
４
カ
所
、
児
童
施
設
５
カ
所
と
、
多

く
の
要
援
護
者
施
設
が
点
在
し
、
各
施
設

と
も
独
自
の
防
災
計
画
の
も
と
に
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
般
５
月
28
日

に
は
、
町
が
実
施
し
た
土
砂
災
害
の
避
難

訓
練
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
障
害
者
福
祉

ホ
ー
ム
き
り
ん
館
の
入
居
者
、
職
員
の
参

加
の
も
と
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
在
宅

要
援
護
者
を
も
含
め
た
避
難
体
制
を
構
築

し
ま
す
。

● 

災
害
弱
者
及
び
町
民
へ
の

　
　
　
　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

現
在
、
災
害
用
食
糧
品
の
備
蓄
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
ど
の
程
度
の
備
蓄
が
必

要
か
、
ま
た
備
蓄
の
場
所
な
ど
行
動
計
画

を
策
定
し
、
災
害
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
避
難
所
の
耐
震
強
度
に
つ
い
て

は
、
昭
和
56
年
６
月
に
建
築
基
準
法
が
改

正
さ
れ
、
新
基
準
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
以
前
に
建
設
さ
れ
た
建
物
が
耐

震
診
断
の
対
象
と
な
り
、
耐
震
診
断
が
必

要
な
避
難
所
は
中
里
地
域
が
10
カ
所
、
小

泊
地
域
が
４
カ
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
診
断
を
行
い
ま
す
。
結
果

に
基
づ
き
避
難
所
指
定
の
変
更
な
ど
を
進

め
ま
す
。

　

次
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
構
想

計
画
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
２

月
に
中
泊
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト

や
も
み
殻
薫
炭
の
製
造
な
ど
が
行
わ
れ
て

お
り
、
当
町
の
余
剰
材
料
を
原
料
と
し
た

も
の
で
、
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
計
画
に
基

づ
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

塚 
本 

悦 

子 

議
員

答
弁
者　

小
野
町
長

答
弁
者　

工
藤
福
祉
課
長

答
弁
者　

秋
元
総
務
課
長
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● 

災
害
弱
者
及
び
町
民
へ
の

　
　
　
　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

小
泊
地
域
に
は
防
潮
堤
は
な
く
、
道
路

沿
い
の
護
岸
は
す
べ
て
道
路
護
岸
と
し
て

設
置
し
て
い
ま
す
。
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、

小
泊
、
下
前
両
漁
港
に
あ
り
、
青
森
県
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

小
泊
漁
港
は
、
第
４
種
漁
港
と
し
て
避
難

港
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
高
さ
は
海
面

か
ら
お
お
む
ね
５
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
、
下

前
漁
港
は
海
面
か
ら
の
高
さ
は
お
お
む
ね

７
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

近
年
両
漁
港
の
防
波
堤
か
ら
越
波
が
著

し
く
、
漁
船
の
損
傷
被
害
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、
県
で
は
平
成
20
年
に
漁
港
漁
場

整
備
計
画
を
変
更
し
、
防
波
堤
を
高
い
と

こ
ろ
で
３
・８
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
改
良

し
、
安
全
な
係
船
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

避
難
港
と
し
て
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、

現
在
も
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

塚 

本 

悦 

子 

議
員
再
質
問

　

小
泊
、
下
前
地
区
で
は
、
低
地
か
ら
高
台
へ
上
が

れ
る
避
難
道
路
を
各
所
に
設
け
て
は
い
か
が
か
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
太
陽
光
発

電
は
、
各
自
治
体
で
助
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

で
も
前
向
き
に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

想
定
外
の
大
災
害
が
今
後
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
か
ら
災
害
担
当
部
門
を
設
け
て
、
災
害
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
養
成
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
放
射
線
の
リ
ス
ク
、
正
し
い
知
識
を
教
え

る
た
め
に
、
放
射
線
の
全
般
的
な
特
別
授
業
を
中
学

生
に
し
て
は
い
か
が
か
。

　

災
害
担
当
部
門
に
つ
い
て
、
今
考
え
て

い
る
の
は
、
各
地
区
に
お
い
て
自
治
体
消

防
団
を
軸
に
し
た
も
の
を
育
成
で
き
な
い

か
。
行
政
連
絡
員
、
民
生
委
員
な
ど
も
一

緒
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
で
き
る
も
の
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
対
す
る
放
射
能
、
放
射
線
等

の
指
導
に
つ
い
て
、
両
中
学
校
の
校
長
と

お
話
し
し
て
、
ど
の
程
度
先
生
も
知
識
が

あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
指
導
書
な
ど
に
ど

の
程
度
書
か
れ
て
い
る
か
、
な
ど
を
全
部

確
認
し
て
、
講
師
を
呼
ん
で
教
え
る
と
い

う
こ
と
も
１
つ
の
方
法
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
の
で
、
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
町
の
補
助

体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
、
県
等
の
補

助
事
業
を
使
い
な
が
ら
各
種
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
町
で
助
成
で
き
る
も
の
か
ど
う
か

も
含
め
検
討
し
、
例
え
ば
モ
デ
ル
に
な
る

よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
町
も
そ
れ
に
か
さ

上
げ
す
る
と
か
、
補
助
、
助
成
、
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

避
難
道
路
に
つ
い
て
、
港
団
地
の
裏
に

は
車
両
が
通
行
で
き
る
ほ
ど
の
避
難
路
は

設
け
て
あ
り
ま
す
。

　

一
般
住
宅
の
避
難
路
に
つ
い
て
は
き

ち
っ
と
し
た
形
で
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
弁
者　

赤
石
水
産
観
光
課
長

答
弁
者　

小
野
町
長

答
弁
者　

加
藤
教
育
長

答
弁
者　

秋
元
総
務
課
長

答
弁
者　

赤
石
水
産
観
光
課
長
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● 

放
射
線
量
測
定
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

　

本
県
に
は
、
六
ヶ
所
村
、
大
間
町
、
東
通
村
と
核

燃
料
を
扱
う
施
設
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
放
射
能
漏

れ
が
発
生
し
、
陸
奥
湾
を
越
え
る
と
私
た
ち
の
と

こ
ろ
に
も
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
町
に
高
度
な
放
射

線
量
測
定
装
置
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、

町
民
に
対
し
て
手
軽
に
観
測
で
き
る
も
の
も
準
備
す

る
予
定
は
あ
る
か
。
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

●
Ｕ
字
溝
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

昨
年
の
集
中
豪
雨
で
当
町
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
が
、
特
に
小
泊
地
区
の
被
害
の
大
き
さ
に
驚
い

て
お
り
ま
す
。
水
路
の
水
は
け
の
悪
さ
が
な
お
さ
ら

被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
も
う
一
度

全
町
の
Ｕ
字
溝
の
見
直
し
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
当

局
の
考
え
を
伺
う
。

● 

放
射
線
量
測
定
装
置
の

　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

　

町
村
会
の
会
議
の
席
で
、
関
係
機
関
の

助
成
を
受
け
な
が
ら
県
内
各
市
町
村
に
こ

の
装
置
を
設
置
す
る
よ
う
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
専
門
的
な
技
術
を
持
っ
た
人
で
な
け

れ
ば
操
作
が
出
来
ず
、
技
術
を
持
た
な
い

人
が
操
作
し
て
、
誤
っ
た
結
果
が
出
た
場

合
、
逆
に
混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る

と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、

県
内
の
保
健
所
な
ど
の
専
門
的
な
機
関
に

こ
の
装
置
を
配
置
し
て
も
ら
う
よ
う
、
町

村
会
と
し
て
も
働
き
か
け
た
方
が
よ
い
の

で
は
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

簡
易
な
放
射
線
量
測
定
装
置
に
つ
い
て

は
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
導
入
機
器
や
方
法
に
つ
い
て

専
門
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

早
い
機
会
に
導
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
に
町
の
農
業
者
や
漁
業

者
か
ら
農
産
物
や
水
産
物
の
放
射
線
量
の

調
査
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
専
門
機

関
に
相
談
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

● 

Ｕ
字
溝
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

今
ま
で
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て

も
、
Ｕ
字
溝
の
断
面
が
大
き
か
っ
た
り
小

さ
か
っ
た
り
、
ま
た
舗
装
面
と
の
段
差
も

あ
っ
た
り
、
そ
れ
ら
が
水
の
流
れ
を
阻
害

し
て
い
る
と
い
う
現
象
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
水
が
た
ま
り
や
す
い
地
形
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
排
水
能
力
の
な

い
製
品
が
入
っ
て
い
る
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
今
後
、
排
水
先
や
断
面
等
に
つ

い
て
全
町
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

青 
山 

雅 

晴 

議
員

答
弁
者　

小
野
町
長

答
弁
者　

三
上
環
境
整
備
課
長
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● 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　

水
力
発
電
は
も
と
よ
り
、
風
力
、
太
陽
光
、
地
熱

発
電
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
県
や
国
の
資
料
を
調
査

し
た
ら
、
当
町
で
も
実
現
で
き
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
い
ち
早
く
探
し
て
、
よ
い
も
の
が
あ
れ

ば
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
名
乗
り
を
上
げ
、
実
行
に

移
す
べ
き
と
考
え
る
が
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

● 

小
泊
地
区
の
水
産
漁
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
主
力
魚
種
で
あ
る
マ
イ
カ
や
ヤ
リ
イ
カ

の
地
元
水
揚
げ
が
極
端
に
少
な
く
、
漁
業
者
だ
け
で

な
く
関
連
す
る
業
界
も
大
変
な
状
況
に
あ
る
。
今
後

の
小
泊
地
区
の
水
産
業
者
等
の
所
得
向
上
に
は
磯
根

漁
業
が
有
力
だ
と
思
う
が
人
工
リ
ー
フ
等
は
い
ま
だ

実
現
し
て
な
い
。
議
会
議
員
は
昨
年
岩
手
県
栽
培
漁

業
協
会
種
市
事
業
所
に
研
修
に
行
き
、
ア
ワ
ビ
や
ナ

マ
コ
等
の
養
殖
を
視
察
し
て
き
た
が
、
町
と
し
て
こ

れ
ら
の
漁
業
に
県
や
漁
協
と
協
力
し
て
進
め
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
。

● 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
東
北

電
力
の
入
札
で
落
札
し
な
が
ら
事
業
を
断

念
し
た
業
者
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
残

念
に
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
小
泊
地
域

に
面
す
る
津
軽
海
峡
の
早
い
潮
流
を
活
用

し
た
海
流
発
電
な
ど
も
可
能
性
は
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

も
、
国
に
は
補
助
金
が
あ
り
ま
す
が
、
県
、

町
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

前
向
き
に
検
討
し
、
各
方
面
か
ら
情
報
収

集
し
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

● 

小
泊
地
区
の
水
産
漁
業
の

　
　
　
　
　
　

今
後
に
つ
い
て

　

近
年
は
つ
く
り
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換

を
目
指
し
、
沿
岸
域
に
魚
礁
な
ど
の
漁
場

整
備
を
進
め
、
計
画
育
成
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

沿
岸
域
に
大
小
の
魚
礁
や
増
殖
場
な
ど
の

整
備
を
進
め
、
魚
介
類
等
の
育
成
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
港
内
の
生
け
す
で

は
メ
バ
ル
、
ク
ロ
ソ
イ
の
稚
魚
を
中
間
育

成
し
、
漁
場
へ
放
流
す
る
な
ど
、
将
来
の

水
産
資
源
枯
渇
に
備
え
て
、
と
る
だ
け
の

漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
８
年
か
ら
平
成

22
年
の
間
に
、
漁
獲
量
が
３
分
の
１
ま
で

落
ち
込
み
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
今
後
町
で
は
県
、
両
漁
協
と
一

体
と
な
っ
て
、
漁
業
の
収
入
の
安
定
に
向

け
て
引
き
続
き
稚
魚
の
放
流
と
資
源
管
理

の
確
保
や
、
平
成
23
年
度
か
ら
国
の
漁
業

所
得
補
償
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
漁
協

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
漁
業
者
を
対
象

に
漁
業
共
済
負
担
金
の
軽
減
が
な
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
そ
れ
に
対
す

る
助
成
を
漁
協
と
相
談
し
な
が
ら
前
向
き

に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

選
挙
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　

投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
繰
り
上
げ
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
単
独
選
挙
の
場
合
は
市
町

村
選
管
で
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
判
断
し
、

時
間
を
変
更
し
て
実
施
し
て
も
、
県
へ
の

協
議
、
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
県
あ
る
い
は
国
レ
ベ
ル
の
選
挙
に
な

る
と
県
の
選
管
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
、

県
が
許
可
し
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
を
考
慮
し
、
町
の
選
挙
で
投
票
時
間

の
変
更
が
可
能
か
、
今
後
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
諮
り
、
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
数
は
公
選
法
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
の
件
は
、
小
泊
地
域
で
も

受
付
で
き
な
い
か
、
今
後
選
挙
管
理
委
員

会
あ
る
い
は
県
の
選
管
等
に
問
い
合
わ
せ

を
し
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

選
挙
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

簡
素
化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
今
後
の

選
挙
管
理
委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

選
挙
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　

選
挙
告
示
看
板
の
多
さ
、
投
票
時
間
の
長
さ
、
不

在
者
投
票
の
受
付
方
法
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
は
。

川 

山 

光 

則 

議
員

答
弁
者　

小
野
町
長

答
弁
者　

秋
元
総
務
課
長
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議
会
�
動
�

委
員
会
�
�
�

23
日　

こ
ど
ま
り
春
物
語
ツ
ア
ー

26
日　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会

　
　
　

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
小
泊
支
部

総
会

28
日　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

17
日　

町
村
議
会
議
長
研
修
会

18
日　

町
村
議
会
議
長
研
修
会

23
日　

商
工
会
総
代
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

民
生
文
教
常
任
委
員
会

26
日　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

３
日　

町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

６
日　

第
２
回
定
例
会
開
会

９
日　

定
例
会
一
般
質
問

10
日　

単
行
案
審
議
、
閉
会

21
日　

西
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会

24
日　

民
生
文
教
常
任
委
員
協
議
会

30
日　

 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
臨
時

会

　
　
　

 

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
臨

時
会

〈案　件〉

　◦ 平成23年第２回中泊町議会定例会会期日程
について

　◦提出議案について
　◦陳情書の審査結果について
　◦新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦その他

〈案　件〉

　◦ 新たな高齢者医療制度に関する陳情
　◦その他

６　月 ４月５　月

民生文教常任委員会
（川山光則 委員長） ５月24日㈫

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） ５月24日㈫
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